
種々の事業の展開により雇用の
創出を図る答

宗
田 

雅
之 
議
員

暮らしていくための村の施策は問
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雇用の一翼を担う手まめ館

再
質
問

再
質
問

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
企
画
課
長
）

　

人
が
暮
ら
し
て
い
く
の

に
は
、生
活
す
る
た
め
の
所

得
で
あ
り
、環
境
で
あ
り
、

そ
こ
に
魅
力
が
な
け
れ
ば

移
住
、定
住
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
考
え
る
が
、村
と

し
て
の
具
体
策
を
伺
う
。

　
雇
用
創
出
の
た
め
に
、観

光
公
社
の
設
立
、新
た
な

事
業
を
目
指
す
企
業
型
協

力
隊
の
募
集
な
ど
、種
々
の

施
策
を
計
画
し
て
い
る
。本

村
が
抱
え
る
大
き
な
課
題

で
あ
る
空
き
家
の
対
策
も

重
要
で
あ
り
、昨
年
調
査

し
た
結
果
を
も
と
に
、使
用

者
、管
理
者
と
の
相
談
の

上
、活
用
可
能
な
空
き
家

に
つ
い
て
は
、移
住
希
望
者

へ
の
貸
出
、田
舎
暮
ら
し
体

験
の
住
宅
、東
京
都
北
区

民
と
の
交
流
の
拠
点
な
ど

に
活
用
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。ま
た
定
住
を
図
る

た
め
分
譲
地
の
整
備
も
必

要
な
施
策
で
あ
り
、今
後

力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い

く
。
美
し
い
景
観
、
満
天

の
星
空
、
四
季
の
移
ろ
い

を
感
じ
ら
れ
る
自
然
、
安

全
で
美
味
し
い
食
べ
物
、

穏
や
か
な
人
柄
、
こ
の
様

な
地
域
の
魅
力
が
人
を
引

き
付
け
る
の
で
は
。
今
後

も
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
取

り
く
ん
で
い
く
。

　
移
住
、
定
住
を
図
る
に

は
受
け
入
れ
る
た
め
の
整

備
、
情
報
の
発
信
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
現

在
使
用
可
能
な
空
き
家

は
、
ま
た
情
報
発
信
の
現

況
は
。

問
教
育
環
境
に
つ
い
て
伺
う

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
の
導
入
も
検
討
し
た
い

答
　

貸
し
て
頂
け
る
空
き
家

は
10
軒
ほ
ど
で
あ
る
が
、

実
際
に
す
ぐ
住
め
る
空
き

家
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
情
報

に
関
し
て
は
、
一
時
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
し
た

が
、
持
ち
主
の
考
え
、
借

り
る
方
に
も
様
々
な
事
情

が
あ
り
、
一
律
の
対
応
が

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

情
報
の
出
し
方
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
教
育
、
道
徳
力
の
向
上

に
は
子
供
達
の
生
活
環
境

の
整
備
、
改
善
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
親

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
昨
今

実
施
さ
れ
た
村
民
こ
ぞ
っ

て
教
育
を
考
え
る
会
に
お

い
て
、
父
兄
の
出
席
が
少

な
い
よ
う
に
思
う
が
、教

育
委
員
会
と
し
て
現
状
を

ど
の
よ
う
捉
え
て
い
る
の

か
、ま
た
今
後
の
対
策
と

施
策
は
。

　
子
育
て
や
教
育
の
喫
緊

の
問
題
と
し
て
、
就
学
前

の
教
育
、
保
育
の
総
合
的

な
人
為
的
な
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
で
あ
る
と
考
え

る
。
村
民
こ
ぞ
っ
て
教
育

を
考
え
る
会
の
出
席
者
数

の
問
題
は
、
各
学
校
、
教

育
委
員
会
で
も
共
通
の
悩

み
で
あ
り
、
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
所
で
あ
る
。

伝
統
、
文
化
を
大
切
に
守

り
、
繋
が
り
を
大
事
に

し
、
夢
や
希
望
を
語
れ
る

大
人
が
最
大
の
教
育
環
境

だ
と
考
え
る
。
地
域
の
皆

さ
ん
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

参
加
で
き
る
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
の
導

入
も
検
討
し
た
い
。

　
昔
か
ら
親
の
背
中
を
見

て
子
は
育
つ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
「
鮫
川
村
子
供

学
習
環
境
づ
く
り
宣
言
」

に
挨
拶
の
必
要
性
、
大
切

さ
が
謳
わ
れ
て
る
が
、
現

在
、
教
育
委
員
会
を
含
め

挨
拶
の
状
況
は
。

　

全
体
的
に
低
調
で
あ
る

か
な
と
感
じ
る
。
今
後
は

「
鮫
川
村
子
供
環
境
づ
く

り
宣
言
」を
、家
庭
、
地
域

に
も
見
え
る
所
に
貼
っ
て

頂
き
、
村
民
全
体
で
子
供

を
育
て
る
と
言
う
意
識
が

良
い
の
で
は
と
考
え
る
。

う
た



関
根 

英
也 

議
員

公設民営の畜産業の振興と
農地再生策を示せ
支援は継続するが、民間の力を
発揮していただきたい

問

答

11 さめがわ議会だより第146号

さらなる振興が期待される畜産業

助成金を導入した近隣町の畜産補助事業

再
質
問

再
質
問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

　
先
祖
伝
来
の
農
地
、
特

に
水
田
の
耕
作
放
棄
地
の

発
生
が
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
農
地
の
荒
廃
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は

緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

　
国
の
平
成
28
年
度
の
農

林
予
算
や
畜
産
対
策
の
事

業
予
算
も
大
幅
な
増
額
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
国
の
助
成
事
業
を
活

用
し
、
最
先
端
技
術
、
Ｗ

Ｃ
Ｓ
を
利
用
し
た
地
域
の

特
色
あ
る
公
設
民
営
で
の

肉
用
牛
繁
殖
施
設
を
整
備

す
る
べ
き
。ま
た
村
の
経
済

効
果
を
高
め
、雇
用
の
確

保
や
農
地
の
維
持
の
た
め
、

畜
産
振
興
策
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
所
見
を
伺
う
。

　

国
の
農
林
水
産
振
興
の

対
策
予
算
は
土
地
改
良
関

連
事
業
と
畜
産
関
連
事
業

を
重
点
に
多
額
の
予
算
が

配
分
さ
れ
た
。
ま
た
畜
産

経
営
が
容
易
に
参
入
で
き

る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ

る
、
肉
用
牛
繁
殖
施
設
を

行
政
が
建
設
す
る
。
ま
た

農
家
に
貸
し
出
す
こ
と
は

雇
用
創
出
、
水
田
の
有
効

利
用
、
農
地
の
活
用
な
ど

経
済
的
な
効
果
や
農
村
景

観
も
良
く
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

　

塙
町
に
国
の
助
成
事
業

を
受
け
た
１
０
０
頭
規
模

の
モ
デ
ル
農
場
を
建
設
し

運
営
さ
れ
て
い
る
事
例
が

あ
る
。

　

県
内
外
の
成
功
事
例
を

参
考
に
本
村
の
特
性
に
応

じ
た
施
設
及
び
規
模
な

ど
、
多
角
的
な
視
点
で
研

究
を
重
ね
て
い
く
。

　
飼
料
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
、
牧

草
等
へ
の
利
用
が
増
し
て

い
る
水
田
、
畜
産
農
家
が

あ
る
集
落
で
は
、
デ
ン
ト

コ
ー
ン
栽
培
な
ど
に
有
効

利
用
さ
れ
、
阿
武
隈
開
発

で
作
ら
れ
た
草
地
も
景
観

保
全
や
自
然
災
害
防
止
等

を
担
っ
て
い
る
。

　
有
機
の
里
づ
く
り
に
も

重
要
な
役
割
が
あ
る
。
畜

産
が
果
た
し
て
い
る
公
益

的
、
多
面
的
機
能
に
付
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

　

畜
産
農
家
の
持
つ
役
割

は
本
村
で
は
重
要
な
産
業

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
多
面

的
、
広
域
的
、
循
環
型
農

業
、
農
村
景
観
を
維
持
さ

れ
て
い
る
の
も
畜
産
の
役

割
は
大
き
い
。
今
ま
で
も

支
援
は
し
て
き
た
が
今
後

も
継
続
的
な
支
援
を
し
て

い
く
。

　
国
県
の
支
援
事
業
が
拡

充
し
て
い
る
中
、
本
村

の
畜
産
業
の
振
興
に
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来

し
て
い
る
。

　

農
業
振
興
と
経
済
効

果
、
若
者
の
安
定
し
た
雇

用
創
出
の
た
め
に
、
連
携

協
定
を
締
結
し
て
い
る
東

京
農
大
な
ど
の
協
力
を
い

た
だ
き
、事
業
導
入
に
向

け
た
調
査
検
討
委
員
会
の

設
置
を
望
む
が
い
か
が
か
。

　

産
学
官
の
連
携
で
村
の

農
業
、
畜
産
振
興
を
図
れ

と
の
提
案
だ
が
、
村
主
導

で
は
な
く
、
生
産
者
４
・

５
人
集
ま
り
村
に
支
援
を

お
願
い
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
公
設
民
営
で
な
く
、

民
間
の
力
を
ま
ず
出
し
て

も
ら
い
、
そ
こ
に
支
援
し

て
い
き
た
い
。
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堀
川 

照
夫 
議
員

村道関口世々麦線の拡幅、
待避所を設置すべき
路盤調査を経て国交補助事業として
整備促進する

問

答

遠
藤 

貴
人 

議
員

村内公共トイレの整備と
今後の計画を示せ
建設する用地が狭く、現在の建物の
設置が限度

問

答

拡幅整備が待たれる村道関口世々麦線

通年利用可能な舘山公園内の公共トイレ

　
き
れ
い
な
村
づ
く
り
に

は
、
き
れ
い
な
ト
イ
レ
が

必
要
な
設
備
で
あ
り
、
通

年
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
設

置
は
行
政
の
責
任
で
や
っ

て
も
よ
い
と
の
答
弁
を
さ

れ
て
い
る
が
。

　
公
共
ト
イ
レ
は
、本
来
で

あ
れ
ば
道
の
駅
の
よ
う
に
、

数
多
く
の
方
が
利
用
で
き

る
立
派
な
公
共
ト
イ
レ
を

建
設
で
き
れ
ば
利
用
者
に

も
不
便
を
か
け
る
こ
と
は

な
い
が
、建
設
す
る
用
地
が

狭
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
、

現
在
の
建
物
の
設
置
が
限

度
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

鹿
角
平
観
光
牧
場
で

キ
ャ
ン
プ
を
し
た
際
、
一

番
近
い
ト
イ
レ
は
管
理
棟

1
階
部
分
に
あ
る
和
式
ト

イ
レ
。現
代
の
生
活
事
情

は
洋
式
ト
イ
レ
が
多
い
為
、

観
光
施
設
の
洋
式
化
も
合

わ
せ
て
整
備
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
そ
れ
ほ
ど
財
源
も
必
要

で
は
な
い
。管
理
棟
に
従
事

す
る
方
に
も
確
認
し
な
が

ら
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

再
質
問

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

　
村
道
関
口
世
々
麦
線
は

国
道
２
８
９
号
線
か
ら
鹿

角
平
観
光
牧
場
を
経
由

し
、
国
道
３
４
９
号
に
結

ぶ
１
級
村
道
で
あ
る
。
近

年
は
工
事
車
輌
や
林
業
関

係
の
大
型
車
輌
が
頻
繁
に

通
過
し
、
車
輌
の
交
差
時

に
大
き
な
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現
状

を
踏
ま
え
、
こ
の
路
線
の

拡
幅
や
待
避
所
を
設
置
し

て
通
行
車
輌
の
安
全
を
確

保
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

  
こ
の
路
線
は
延
長
４
㎞

の
１
級
村
道
で
あ
る
。
村

で
は
５
年
に
一
度
の
路
面

の
陥
没
度
合
い
な
ど
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

調
査
を
平
成
29
年
度
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
調
査
で
路
面
の
痛
み

が
激
し
い
と
診
断
さ
れ
れ

ば
、
国
庫
補
助
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
、
舗
装
改
修

事
業
が
行
わ
れ
る
。
そ
の

事
業
に
合
わ
せ
て
路
肩
部

を
拡
幅
整
備
す
る
。



前
田 

武
久 

議
員

急を要する飲料水確保の
支援をすべき
国県の補助金の付かない
公共水道事業は実施しない

問

答
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公共水道の整備が待たれる東石地区

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
地
域
整
備
課
長・村
長
）

答
弁（
村
長
）

　
震
災
以
降
の
異
常
渇
水

に
よ
り
村
内
、
特
に
河
川

上
流
に
位
置
す
る
青
生

野
、
東
石
地
区
は
年
々
水

源
の
低
下
に
よ
り
自
家
用

井
戸
水
、
引
き
水
に
よ
る

水
道
が
枯
渇
し
、
生
活
水

確
保
に
困
窮
し
て
い
る
。

　
以
前
か
ら
一
般
質
問
で

求
め
て
き
た
公
共
水
道
、

村
内
一
円
網
羅
を
計
画
的

に
推
進
す
べ
き
。
ま
た
国

県
補
助
が
期
待
で
き
な
く

て
も
、
村
民
の
生
命
生
活

を
第
一
優
先
と
し
、
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て

で
も
着
手
す
べ
き
と
思
う

が
如
何
か
。
ま
た
村
内
７

区
の
村
水
道
の
普
及
率
を

伺
う
。

　

寅
平
の
水
道
拡
張
工
事

が
平
成
34
年
ま
で
か
か

る
。
完
了
後
に
他
地
区
は

計
画
す
る
。
未
普
及
地
区

10
箇
所
あ
り
、
１
地
区
に

１
億
円
が
か
か
る
。

　

各
区
の
普
及
率
は
西
野

４
９
．４
％
、西
山
４
８
．

５
％
、中
野
７
４
．１
％
、東

石
１
７
．４
％
、
富
田
３

７
％
、渡
瀬
６
６
．６
％
、青

生
野
１
１
．８
％
、村
の
平

均
の
普
及
率
は
４
６
．４
％

で
あ
る
。

　
財
源
が
容
易
で
な
い
と

い
う
が
、
財
政
調
整
基
金

は
い
く
ら
あ
る
の
か
。

　
８
億
８
千
万
程
で
あ
る
。

　
自
家
用
井
戸
、
引
き
水

は
地
下
水
源
の
変
動
で
枯

渇
し
堀
直
し
工
事
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
も
先
行
き
補
償
さ
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。
今
、
困

窮
し
て
い
る
緊
急
事
態
に

即
応
し
、
計
画
的
に
整
備

を
図
る
べ
き
。
な
ぜ
公
平

な
行
政
体
制
が
で
き
な
い

の
か
。

　

基
金
を
使
っ
て
整
備
す

べ
き
と
言
う
が
水
道
事
業

は
補
助
金
が
付
く
の
で
い

つ
ま
で
も
待
っ
て
い
る
。

ま
た
財
政
基
金
は
万
が
一

の
た
め
に
使
う
事
で
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

　
答
弁
は
つ
じ
つ
ま
が
合

わ
な
い
。
８
億
８
千
万
は

何
の
た
め
に
使
う
の
か
。

　

自
家
用
水
道
な
ど
の
補

助
金
の
つ
か
な
い
事
業
に

使
う
。

　
困
惑
し
て
い
る
村
民
が

い
れ
ば
計
画
の
見
直
し
は

我
々
議
員
も
認
め
る
。
広

畑
地
区
に
本
管
が
埋
設
さ

れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
周

辺
地
区
へ
の
延
伸
可
能
な

工
事
が
平
成
34
年
以
降
な

の
か
。

　

補
助
金
の
付
か
な
い
事

業
の
普
及
は
全
く
や
る
気

が
な
い
。

　
村
道
唐
露
葉
貫
線
の
沿

線
管
理
が
不
十
分
で
あ

る
。
舗
装
工
事
の
陳
情
採

択
は
さ
れ
て
い
る
が
、
事

業
着
手
の
見
通
し
は
。

　

唐
露
側
入
口
か
ら
民
家

ま
で
は
村
民
が
自
主
的
作

業
で
管
理
し
、
残
り
葉
貫

ま
で
村
直
営
で
パ
ト
ロ
ー

ル
、
路
面
の
補
修
、
草
刈

り
を
実
施
し
て
い
る
。
未

舗
装
地
区
１．８
㎞
は
最
低
で

も
２
億
円
の
工
事
費
が
か

か
り
補
助
金
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
村
単
独
で
は

困
難
で
あ
る
。
早
め
に
国

県
に
申
請
し
、
改
修
を
考

え
て
い
る
。

　
未
舗
装
地
区
の
管
理
不

十
分
と
見
受
け
た
が
現
状

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
８
月
14
日
に
現
地
を
確
認

し
た
。管
理
状
態
が
悪
く
２

回
の
管
理
を
見
直
し
た
い
。

　
葉
貫
の
頂
上
付
近
に
森

林
管
理
署
で
道
路
通
行
止
め

の
看
板
を
掲
げ
て
あ
る
が
。

　

８
月
に
は
看
板
は
な

か
っ
た
。
管
理
は
シ
ル

バ
ー
の
委
託
事
業
で
草
刈

り
等
を
継
続
す
る
。

問
村
道
の
維
持
管
理
の
推
進
を

国
県
に
早
め
に
申
請
す
る

答

（
詳
細
は
会
議
録
を
閲
覧
し
て

　
く
だ
さ
い
。）
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誰のためにあるの？
議
会
に
対
し
て
の
第
一
印
象
は

村
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
感
じ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
は
議
会
当
日
に
い
た
だ
け
る
と
明
確
な

答
え
が
出
る
。

議
員
の
顔
は
知
っ
て
る
が
、
地
元
議
員
以
外
は
話
を
聞
く
機

会
が
な
い
。
議
会
は
身
近
な
も
の
で
な
く
、
一
般
村
民
と
し

て
は
近
寄
り
が
た
い
。

村
民
に
信
頼
さ
れ
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

は
分
か
っ
た
。

議
会
だ
よ
り
へ
の
感
想
は

他
町
村
の
議
会
だ
よ
り
よ
り
内
容
は
良
い
。

何
が
議
会
で
話
し
を
さ
れ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
か
ら
「
議
員
だ
よ
り
」
的
な
発
想
は
い
か

が
か
。
各
議
員
の
村
政
に
関
す
る
優
先
取
組
事
項
、
各
議
員

の
政
策
、
考
え
方
や
活
動
内
容
を
掲
載
し
て
い
た
だ
く
と
議

員
を
身
近
に
感
じ
る
。

文
字
が
多
く
と
っ
つ
き
に
く
い
。
地
図
に
議
案
の
箇
所
を
記

入
し
て
ほ
し
い
。

「
追
跡
」は
経
過
結
果
が
分
か
り
大
変
良
い
。

議
会
傍
聴
の
感
想
は

良
い
発
言
の
議
員
も
い
た
が
、
く
ど
い
わ
か
ら
な
い
発
言
も

　
村
議
会
は
「
村
民
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
標
と
し
、
今
年
６
名
の
村
民
の
皆
様
に
「
議
会

モ
ニ
タ
ー
」
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
は
定
例
議
会
の
議
会
傍
聴
、
議
会
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
、
議
員
と
の
懇
談
会
へ
の
参
加
を
依
頼
し
、
感
想
や
ご
意
見
、
提
言
を
お
聞
き
し
活
発

な
議
会
運
営
に
役
立
て
、
「
分
か
り
や
す
く
村
民
に
身
近
な
議
会
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す 

。

議
会
改
革
よ
り
も

常
に
村
民
の
声
を
聞
い
て
い
る
か
だ

感
じ
ら
れ
た
。

村
長
の
答
弁
が
長
い
。一
般
質
問
が
長
い
。

教
育
に
関
す
る
件
は
議
会
答
弁
以
外
の
議

論
が
必
要
。

教
育
行
政
は
問
題
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を

目
指
す
の
か
。
大
変
消
極
的
で
残
念
。

議
会
だ
よ
り
で
良
く
分
か
る
よ
う
に
編
集
さ
れ

て
い
る
の
で
傍
聴
し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
。

各
議
員
は
村
民
の
思
っ
て
い
る
事
を
代
表

し
て
話
し
合
わ
れ
て
い
て
議
会
の
大
切
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

議
員
が
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
発

言
し
、早
く
次
に
す
す
め
ば
い
い
と
思
っ
た
。

各
議
員
の
質
問
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
す
べ

き
。
後
半
の
議
員
の
時
間
が
流
れ
に
よ
っ

て
制
限
さ
れ
な
い
よ
う
に
。
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、
や
っ
た
方
が
良
い
こ

と
を
区
別
し
て
論
議
す
べ
き
。

多
く
の
議
案
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
可
決
さ
れ

驚
い
た
。
傍
聴
席
が
少
な
く
傍
聴
者
が
多

い
時
に
は
対
応
が
大
変
で
は
な
い
か
。

議
会
改
革
は
必
要
で
す
か

つ
ね
に
改
革
は
必
要
。

議
員
の
目
標
や
目
的
意
識
が
統
一
さ
れ
て

い
な
い
。
意
思
疎
通
が
大
き
な
推
進
力
を

生
む
。
直
接
議
員
と
交
流
が
あ
る
村
民
の

意
見
は
議
会
に
反
映
さ
れ
や
す
い
が
、
若

者
世
帯
は
要
望
を
議
会
、
村
政
に
反
映
さ

せ
る
術
が
な
い
。

議
会
や
行
政
へ
の
意
見
・
提
言
は

議
員
の
質
問
も
村
長
の
答
弁
も
長
す
ぎ

る
。
簡
潔
に
し
た
ほ
う
が
、
傍
聴
人
も
聞

き
や
す
い
。

行
政
に
対
し
て
だ
が
本
当
に
困
っ
た
人
に

対
し
て
の
要
望
を
聞
い
て
く
れ
る
所
は
ど

こ
な
の
か
。

地
方
創
生
予
算
は
他
町
村
は
ど
ん
ど
ん
決

ま
っ
て
い
る
が
村
は
ど
の
事
業
を
実
現
す

る
の
か
。
除
雪
費
に
つ
い
て
業
者
と
依
頼

側
の
関
係
が
業
者
寄
り
と
感
じ
る
。

議
会
の
意
見
交
換
会
な
ど
い
ろ
ん
な
世
代

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
も
ら
い

た
い
。
世
代
に
よ
つ
て
意
見
や
要
望
は

様
々
で
あ
る
。
次
世
代
の
村
の
担
い
手
と

ど
ん
ど
ん
意
見
交
換
し
、
高
齢
者
世
代
の

意
見
も
取
り
ま
と
め
、
村
政
に
反
映
し
て

ほ
し
い
。

高
校
生
の
通
学
支
援
制
度
は
多
く
の
方
が

支
援
を
受
け
ら
れ
良
い
こ
と
で
あ
る
。
今

後
も
幅
の
広
い
支
援
を
望
む
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
述
集
計【
抜
粋
】

■・・・・■・・・・・■・

　
・・・・・・・・■・

・■・・・・・
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議会は何のためにある？特 

集

初の議会モニター懇談会

　

２
年
前
の
学
力
調
査
の
発

表
が
あ
っ
た
が
、
頭
が
良
い

悪
い
は
論
ず
る
こ
と
で
は
な

い
。
地
域
と
し
て
何
が
で
き

る
か
を
考
え
る
べ
き
。

　
開
か
れ
た
議
会
の
意
味
が

わ
か
ら
な
い
。
も
っ
と
村
民

が
参
加
で
き
る
時
間
帯
の
設

定
が
必
要
。
議
会
の
動
画
配

信
は
長
時
間
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
配
信
は
会

社
で
も
話
題
に
な
っ
て
い

る
。

　
議
会
の
第
一
印
象
は
と
の

設
問
が
あ
っ
た
が
、
第
一
印

象
を
優
先
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
か
。
議
員
の
任
期
中
に

や
り
遂
げ
る
事
を
第
一
に
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

村
民
一
人
一
人
の 

意
見
を
吸

い
上
げ
る
事
が
必
要
。
緊
急

性
、
重
要
性
、
緊
急
で
な

い
、
重
要
で
な
い
等
優
先
順

位
を
精
査
し
て
政
策
と
事
業

組
み
立
て
を
す
べ
き
だ
。

　
議
会
傍
聴
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
傍
聴
時
に
配
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
議

員
が
大
勢
い
て
心
強
い
。
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
な
か
な
か
協

力
で
き
ず
に
心
苦
し
い
。
今

後
は
議
会
発
展
の
た
め
に
協

力
し
た
い
。

　
湯
の
田
温
泉
の
源
泉
の
活

用
、
富
田
小
の
屋
体
の
活

用
、
旧
泰
斗
の
利
用
、
勿
来

浅
川
線
の
改
良
計
画
に
つ
い

て
利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
。

　

３
月
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
厳
粛
な
議
会

運
営
で
あ
る
と
感
じ
た
。
地

元
議
員
は
大
切
な
存
在
。
今

後
も
お
世
話
に
な
る
。

高橋 康治さん

　
懇
談
会
で
は
、
５
名
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
よ
り
貴
重
な
ご
意

見
・
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
終
了
予
定
時
間
を
大
幅
に
延
長

す
る
等
、
活
発
な
懇
談
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

北條 美子さん

長井 　進さん 蛭田 昌一さん

窪木 浩一さん

　
議
員
は
１
ケ
月
に
い
く

ら
の
報
酬
で
年
収
は
い
く

ら
な
の
か
。
ま
た
地
方
議

員
の
「
政
務
調
査
費
の
不

正
請
求
」
が
大
き
な
問
題

と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、
村
議
会
議
員
は
「
政

務
調
査
費
」
と
や
ら
を
村

に
請
求
し
て
い
る
の
か
。

　
鮫
川
村
議
会
議
員
の
１

ケ
月
の
報
酬
は
16
万
１

千
円
で
す
。
ま
た
６
月
、

12
月
に
支
給
さ
れ
る
期
末

手
当
を
含
め
る
と
、
１
年

に
２
５
５
万
円
の
報
酬
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
地
方
議
員
の
「
政
務
調

査
費
不
正
請
求
」
が
相
次

ぎ
議
員
の
倫
理
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
鮫
川
村
議

会
は
「
政
務
調
査
費
」
の

支
給
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
な
研
修
な
ど
の

実
費
の
み
を
支
給
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

問答 議
会
・
議
員
の

そ
こ
が
知
り
た
い



過去の一般質問が行政に反映されているか、
その後の経過を検証します。

※定例議会での「一般質問」は議員の「政策提言」や、「村民の皆様の声」を村政に反映できる唯一の場となります。
   村の事業計画には慎重な検討が必要であり、費用対効果や予算措置の諸事情により時間を要する場合もあります。

あの一般質問

　農業後継者に限
り奨学金全額免除
制度を設けている
が、医療看護や福
祉従事者などへの
対象範囲を広げる
べき。
平成26年9月議会

質問 ・ 提言
　商工業後継者や
医療看護従事者の
拡大などを踏まえ、
制度の制定を検討
する。

答　　弁
　農業後継者
に限り認められ
ていた奨学金
全額免除制度
が見直され、医
療看護従事者
までを対象とし
た制度が、新た
に制定された。

経過及び結果

　高校生の通学に
おいては、各保護
者が毎日の送迎に
苦慮している。保
護者の現状を勘案
し、負担軽減の支
援策を講じるべき
では。

質問 ・ 提言
　保護者負担軽減
策として、村営バス
の定期運賃半額補
助を行っていた
が、通学高校まで
の直接バス運行も
含め、家族送迎の
負担軽減化を検討
する。

答　　弁
　子育て環境
の向上および
人材育成に役
立つことを目的
に、高等学校な
どに在学する生
徒の保護者に
通学支援金とし
て月額1万円を
支給。

経過及び結果

　村外からの訪問
者に、各施設や集
落の位置が分から
ないとの声を聞
く。手まめ館等に
は、全村の案内板
設置が必要では。

平成27年9月議会

質問 ・ 提言
　以前からの要望
もあり、災害復興基
金を活用して設置
を計画する。また、
既存の案内標識の
設置効果を検証
し、必要があれば
設置する。

答　　弁
　手まめ館、及
び役場玄関正
面に『観光案
内まっぷ』とし
て村内施設や
観光位置、なら
びに特産品を
紹介する総合
案内板を設置
した。

経過及び結果

第5弾
どうなったっぺ？

村施設の人材育成に活用
される奨学金制度

平成27年6月議会
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さらなる利用が期待される
「あおぞらバス」

訪問者に優しい「観光案内まっぷ」



　私の将来の夢は、英語関係の仕事に就くことです。英語関係の仕事

というのは通訳はもちろん英語の先生、外国企業で仕事をするなどで

す。だから英語はペラペラ話せる、書けるが当たり前です。そのため

には、英検に挑戦することが一番の方法だと思います。

　私は英検準２級を持っています。ですが高校生までには最低２級は

取っておきたいと思っています。また日常生活で暇な時に英単語帳を

見ることや、外国の映画や歌を積極的に見たり聞いたりすることも夢

を叶えるための第一歩だと思います。ですが最近は英語教育が発達

し、英語を話せる人はたくさんいます。だから英語関係の仕事に就くと

いうのはとても大変なことだと思います。でも諦めないで英語を勉強

したいです。

　実はもうひとつ小さな夢があります。それは韓国語を話せるように

なることです。私は韓国ドラマが好きです。Ｋ-ＰＯＰも当然好きです。

だからいつものように韓国語を聞いているので少しは話せます。で

も、もっとペラペラ話したいので英語の勉強のあい間に韓国語の勉強

もしたいと思っています。そして世界を飛び回り社会貢献できるような

人になりたいです。

私の夢シリーズ 6 我妻  美空さん (鮫川中3年)

英語と韓国語を学び世界を
飛び回り社会貢献したい

17 さめがわ議会だより第146号

村民の皆さんに信頼され、身近な議会づくりを目指すために、子ど
も達をはじめとする村民の皆様に登場していただくページです。村民の広場

水道、飲料水の課題は議会で扱うべき重要な問
題と感じた。
もう少し傍聴者を増やす努力が必要である。
生活住民の要望を、緊急性、重要性をもって要
望する姿勢は嬉しい。

・

・
・

■ 議会傍聴されて気付いた点がありますか
一般質問通告の質問要旨を傍聴者にも配布して
もらいたい。
一部の議員の一般質問の内容がよく分からな
かった。
再質問が分かりにくい。

・

・

・

■ 議員の発言内容はよくわかりましたか

職員の答弁はより具体的で分かりやすかった。
村長の答弁が細かすぎる。
細やかに説明しているので、質問によっては過
去の経過も分かって良かった。

・
・
・

■ 答弁者の発言内容はよくわかりましたか
命の水の確保、整備について、緊急性をもって
検討、提案をして欲しい。
議会での質問者が多くて心強い。

・

・

■ 議会全般についてご意見がありますか

大字西山字落合
我妻英樹さん、啓子
さんの次女
鮫川中学校生徒会長
として活躍中

●

●

●

傍聴者の皆さんの声
議会傍聴者からのアンケートへの集計結果（記述文のみ）

9月
定例会



シリーズ㉒ふるさと鮫川への想い
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鈴木 幾久雄さん
（大字西山字馬場出身）
埼玉県川越市在住

　
つ
や
や
か
な
炊
き
あ
が
り
と
香
り
豊
か

な
新
米
を
味
わ
い
、厳
し
い
冬
が
く
る
前
に

け
な
げ
に
咲
く
秋
の
花
の
美
し
さ
に
心
奪

わ
れ
る
の
は
、土
を
耕
し
、タ
ネ
を
撒
き
、心

も
耕
し
て
き
た
あ
な
た
へ
大
地
か
ら
の
贈
り

物
で
す
。

　

今
年
も
穏
や
か
に
秋
空
に
舞
う
赤
ト
ン

ボ
の
群
れ
を
見
上
げ
、調
べ
の
よ
う
に
澄
ん

だ
鈴
虫
の
鳴
く
声
を
聞
け
る
で
し
ょ
う
。こ

の
光
景
を
次
世
代
の
子
供
た
ち
に
残
し
て

あ
げ
た
い
。絶
望
の
淵
か
ら
で
な
く
、希
望

の
光
射
す
丘
の
上
か
ら
見
せ
て
あ
げ
た
い
。

私
た
ち
は
未
来
か
ら
課
せ
ら
れ
た
宿
題
の

問
い
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
、否
が
応
で

も
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。吹
く
風
に
季

節
を
感
じ
な
が
ら
改
め
て
思
う
。

　

誰
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
古
里

な
の
だ
と
。　　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
）

編
集
後
記

　

私
は
今
年
12
月
を
迎
え
る
と

67
歳
に
な
り
ま
す
。
よ
く
ぞ
大

き
な
病
気
も
せ
ず
、
元
気
で
い

ま
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を

し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
鮫
川

村
を
離
れ
た
の
は
昭
和
43
年
、

今
か
ら
50
年
前
に
な
り
ま
す
。

　

高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
18

年
間
を
ふ
る
さ
と
鮫
川
村
で
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。
暮
ら
し
に

欲
を
か
か
な
い
、
あ
る
物
で
賄

う
、
と
言
う
楽
天
的
な
考
え

も
両
親
の
農
作
業
ぶ
り
を
見
て

自
然
に
身
に
付
い
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

農
家
の
4
男
坊
に
生
ま
れ

宿
命
的
に
親
元
を
離
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
故
に
上
京
し

ま
し
た
。　

　

実
家
は
屈
指
の
景
勝
地
、

強
滝
の
終
点
で
帰
省
の
折
り
に

は
強
滝
散
策
を
し
て
い
ま
す
。

穏
や
か
な
川
の
流
れ
、
ま
た
急

流
、
白
い
水
し
ぶ
き
、
滝
ツ
ボ

そ
れ
ぞ
れ
に
趣
が
あ
り
、
凝
視

し
て
い
る
と
こ
こ
で
水
遊
び
し

た
竹
馬
の
友
の
姿
と
自
分
が
よ

み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
時
折
黒
い
色
の
小
鳥
、

カ
ワ
ガ
ラ
ス
を
発
見
、
こ
の
場

所
で
何
年
も
世
代
を
継
ぎ
元

気
に
生
き
て
い
る
姿
に
感
動
せ

ず
に
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
実
家

に
は
90
歳
を
過
ぎ
た
母
を
筆
頭

に
３
世
代
８
人
家
族
で
す
が
、

高
齢
の
母
を
何
不
自
由
な
く
面

倒
看
て
い
る
義
姉
さ
ん
に
は
感

謝
を
し
て
い
ま
す
。

　

自
給
米
を
生
産
し
て
い
る
甥

も
勤
め
が
休
み
の
日
の
農
作
業

が
楽
し
い
と
、
こ
れ
も
嬉
し
い

で
す
。

　

さ
て
上
京
後
の
形
跡
で
す
が

大
蔵
省
に
初
級
国
家
公
務
員

で
入
省
、
造
幣
局
で
貨
幣
製

造
計
画
等
の
立
案
業
務
を
担

当
、
そ
の
後
、
銀
行
業
界
に
転

じ
定
年
退
職
し
ま
し
た
。
縁
が

あ
っ
て
今
は
信
用
金
庫
関
連
の

会
社
で
嘱
託
で
働
い
て
い
ま

す
が
、
蓄
財
は
不
得
手
で
す
。

多
様
な
接
点
で
多
く
の
友
と
い

う
財
産
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◆ プロフィール
【生年月日】
昭和43年
昭和47年
昭和43年
昭和47年
平成26年

【家　族】
【趣　味】

昭和２４年１２月11日
学校法人石川高等学校卒業
東洋大学経済学部卒業　
大蔵省入省  造幣局勤務
東京信用金庫勤務
しんきん東京サービス勤務

妻、長男、二男
演歌、野草観察

　

山
形
県
川
西
町
は
「
議
会
だ
よ
り

最
優
秀
賞
」
を
２
年
連
続
で
受
賞
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
議
員
に
よ
る

視
察
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
全
国
１

位
に
輝
く
川

西
町
議
会
は

議
会
だ
よ
り

は
勿
論
、
議

会
活
動
も
活

発
で
あ
り
意

義
あ
る
研
修

と
な
り
ま
し

た
。 議

会
だ
よ
り
全
国
１
位

山
形
県
川
西
町
を
視
察

東京鮫川会での同級生に囲まれて

編集への情熱が伝る編集委員の説明　

強
滝
散
策
に
竹
馬
の
友
と

　
　
　
　
　
幼
き
自
分
が
よ
み
が
え
る

（現在に至る）


